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４ 日間（土，日）で，物理，化学，生物から毎日 1 つのテー
マを取り上げ，どの授業も概ね 1 ）調べ学習（ネットなどを





















































































































　 ４ ～ 6 人組で順にアイデアや意見を述べていくもので，ブ
レインストーミングの簡易版
【Jigsaw】
　 ４ ～ 6 人組のグループの各メンバーが自分に割り当てられ
た学習内容を別グループで深め，元のグループに「専門家」
として戻り，互いに教え合う。
デメリットをなくす
　「アクティブ・ラーニングのメリットとデメリットを挙げ
てみましょう」と参加者によるアクティブ・ラーニングの実
践がありました。デメリットに「教員にも学生にも負担が多
い」「講義内容が減る」など多く出されました。このために
は，むやみにアクティブ・ラーニングを取り入れないことで
す。形式的なアクティブ・ラーニングは，身体的なアクティ
ビティを上げてばかりで，学生に思考の間を与えていないこ
とが多いものです。また，教員が学生に知識を与える方法と
学生が自ら学ぼうとするアクティブ・ラーニングでは，教員
と学生の活動量の比率を変えるだけですから，講義内容は減
らさないのです。つまり，アクティブ・ラーニングは授業設
計に過ぎません。
　また，さらなるアクティブ・ラーニングの充実には，個々
の教員の努力だけでなく，カリキュラム全体の調整が必要に
なります。
　アクティブ・ラーニングという言葉を繰り返し聞かれてい
るでしょう。そして，演習，実験科目，PBL型授業，グルー
プワーク，反転授業だともご存知でしょう。一方で，ご自身
の授業が専門知識を理解させることを第一にしているため，
従来の講義型の方が適しており，アクティブ・ラーニングに
向かないとのお考えをお持ちではないでしょうか。そのよう
な先生にも参考になる，そもそもアクティブ・ラーニングと
は何を目的とし，どのような授業なのかを基礎から学んだ講
演会（2017年 2 月17日）を振り返ってみましょう。
本質を忘れるな
　アクティブ・ラーニングは小中学校から大学まで広く推進
されています。ところが，2017年に示された学習指導要領で
はあえてこの政策的用語を使わず，本質を伝える工夫がされ
ています。すなわち，アクティブ・ラーニングとは「学生の
主体的な学びを促すこと」です。そして「主体的な学び」
「対話的な学び」「深い学び」の達成は，一方向の講義だけで
は困難であるため，アクティブ・ラーニングの様々な手法を
取り入れなければなりません。ところが，手法を取り入れた
だけでは「仏を作って魂入れず」になりかねません。
グループ学習
　なんといっても，比較的簡単に導入できる技法はグループ
学習です。まず留意点は，・課題の明示をする・記録シート
を用意する・役割分担する・グループ間競争も効果的です。
もっとも大事なことは，「個人→グループ→個人」と個人の
学修に戻すことです。
FD講演会
「アクティブ・ラーニングの基本的考え方」　報告
 くらし環境系領域　安居　光國
図 1　アクティブ・ラーニング手法の見取図
図 ２　アクティブ・ラーニングの 7つの原則
　第31号FDだよりはFD講演会の報告をお届けします。FD講演会はFD特別委員会が企画してほぼ年 2 回開催していま
す。平成29年度は心理学と工学研究の関わりについてと，理系科目へのアクティブ・ラーニングの導入についての， 2 件
の講演会を開催しました。平成28年度開催のアクティブ・ラーニングについての講演会の報告とあわせてお読み下さい。
編集後記
